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少
年
少
女
登
山
教
室

（親
子
ふ
れ
あ
い
山
遊
び
）

沢
登
り
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

／

少
年
少
女
登
山
教
室

（親
子
ふ
れ
あ
い
山
遊
び
）
は
、
８
月
１９
日
（日
）

鈴
鹿
山
系

・
朝
明
渓
谷
に
於
て
実
施
し
、
子
供
１２
人
、
保
護
者
８
人
、

役
員
９
人
の
計
２９
人
が
参
加
し
た
。

今
年
度
は
参
加
者
が
遅
く
ま
で

確
定
せ
ず
、
当
日
近
く
に
な

っ
て

慌
た
だ
し
く
準
備
を
し
た
。
そ
の

た
め
参
加
者
と
の
連
絡
も
十
分
で

き
ず
、
受
付
時
間
に
会
場
に
来
ら

れ
な
い
方
も
お
り
、
少
し
遅
れ
て

の
開
会
式
と
な

っ
た
。

ま
ず
、
子
ど
も
２
班
、
父
兄
１

班
の
３
班
に
分
か
れ
て
入
川
ポ
イ

ン
ト
ヘ
移
動
し
た
。
参
加
者
を
安

全
に
い
か
に
楽
し
ま
そ
う
か
と
花

商
岩
の
岩
の
間
の
澄
ん
だ
水
の
中

を
コ
ー
ス
を
選
び
な
が
ら
遡
行
す

る
。
大
き
な
岩
の
間
か
ら
流
れ
落

ち
る
水
圧
に
挑
み
な
が
ら
、
指
導

員
の
適
切
な
判
断
と
補
助
で
シ
ャ

ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
。今

年
は
と
て
も
暑
い
夏
で
あ

っ

た
が
、
昨
曰
く
ら
い
か
ら
急
に
気

温
が
下
が
り
水
も
冷
た
く
、
全
身

が
濡
れ
る
と
か
な
り
寒
さ
を
感
じ

た
。
ま
た
、
今
年
は
水
量
も
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

泳
い
だ
り
、
浮
か
ん
で
流
れ
身
を

任
せ
た
り
す
る
姿
も
見
か
け
な
か

っ
た
。
開
始
が
遅
れ
た
こ
と
と
、

体
を
温
め
る
た
め
休
憩
を
多
く
と

っ
た
こ
と
に
よ
り
計
画
の
最
終
地

点

で
あ
る
朝
明
橋
ま
で
遡
行
せ

ず
、
Ｈ
時
３０
分
頃
に
朝
明
ロ
ッ
ジ

で
切
り
上
げ
た
。

ベ
ー
ス
の
山
小
屋
に
帰
り
、
昼

食
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
を
す
る
。
高
さ
４
ｍ
ほ
ど
の

人
口
壁
を
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
。
最
初
戸

惑

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
回
を

重
ね
る
毎

に
う
ま
く
な

っ
て
い

く
。
最
高
到
達
点
で
嬉
し
そ
う
に

笑
顔
で
ピ
ー
ス
。
ヤ
ッ
タ
と
得
意

げ
な
顔
。
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た

ち
も
日
頃
経
験
す
る
こ
と
の
な
い

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
、
み
ん

な
の
声
援
と
笑
顔
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

と
て
も
楽
し
く
、
日
頃
で
き
な
い

い
い
体
験
が
で
き
た
な
ど
と
語

っ

て
く
れ
た
。

こ
の
行
事
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
ス
タ
ッ
フ
、
山
小
屋
を
貸
し

て
い
た
だ
い
た
山
下
さ
ん
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
準
備
を
し
て
い

た
だ
い
た
三
重
岳
連
、
そ
の
他
多

く
の
方
た
ち
の
協
力
の
お
か
げ
で

今
年
も
安
全
に
親
子
ふ
れ
あ
い
山

遊
び
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
（安
藤
　
武
典
）
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日
　
時
　
平
成
３０
年
Ｈ
月
３０
日
（金
）
１９
時
２０
分
～

場
　
所
　
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
大
会
議
室

第

２２
回

「
遭

難

を
考

え

る
」
講

演
会

御
獄
山
噴
大
～
生
還
者
の
証
言

噴
火
災
害
か
ら
登
山
者
は
何
を
学
ぶ
の
か
～

◇
講
　
師
　
小
川
さ
ゆ
り
氏

（山
岳
ガ
イ
ド
）

◇
参
加
費
　
缶
　ヽ
料

◇
主
　
催
　
愛
知
県
山
岳
連
盟
遭
難
対
策
委
員
会
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様
で
あ
り
来
年
以
降
に
向
け
前
向

き
に
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
来
年
岐
阜
県
で
実
施
さ
れ

る
全
日
本
登
山
大
会
に
つ
い
て
は

昨
年
度
の
こ
の
会
議
で
岐
阜
県
に

開
催
を
お
願

い
し
た
事
情
も
あ

り
、
愛
知
県
と
し
て
も
協
力
を
し

た
く
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
多
数
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
知
県
か
ら
は
年
間
行
事
の
報

告
に
加
え
、
各
県
の
行
事
参
加
を

促
し
、
各
岳
連
の
交
流
の
機
会
を

作

っ
て
い
き
た
い
旨
の
報
告
を
行

っ
た
。
今
後
の
東
海
４
県
の
協
力

体
制
の
強
化
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

・‐‐―‥―――‐
‐―‥―――
一＝
一常
一■
一一一■
一■
一一会
＝
■
・

▼
９
月
１８
日
（火
）
名
工
大
会
議
室

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
伊
藤
、

高
橋
副
会
長
、
岩
瀬
副
理
事
長
、

椙
山
、
本
田
、
本
田
（陽
）
、
栗

木
、
高
木
、
倉
、
多
田
、
谷
澤
、

星
各
常
任
理
事
、
中
平
等
顧
問

◎
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
．
登
山
勉
強
会

（９
／
２５
豊
橋

９
／
２６
県
ス
ポ
）
搬
送
法

２
．
救
助
技
術
研
修

。
講
習
会

（９
／
２９
～
３０
御
在
所
）
本
田

３
．
第
４５
回
自
然
観
察
会

（９
／

２９
あ
い
ち
海
上
の
森
）
栗
木

４
．
第
７３
回
福
井
国
体

（１０
／
５

～
７
福
井
）
倉

５
。
県
民
登
山
教
室
実
践

（１０
／

‐３
荒
島
岳
）
岩
瀬

６
．
高
体
連

・
秋
季
登
山
講
習
会

（１０
／
２０
～
２‐
釈
迦
ヶ
岳
）

７
．
全
国
登
攀
技
術
研
修
会

（１０

／
２７
～
２８
岡
崎
）
本
田

８
．
安
全
登
山
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ

ナ
ー
名
古
屋

（Ｈ
／
３
～
４
名

古
屋
工
業
大
学
）

９
．
高
体
連

。
新
人
大
会

（Ｈ
／

１０
～
Ｈ
釈
迦
ヶ
岳
）

１０
．
第
２２
回

「遭
難
を
考
え
る
」

講
演
会

（Ｈ
／
３０
県
ス
ポ
）
御

嶽
山
噴
火

・
生
還
者
の
証
言

Ｈ
．
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会

（開

催
の
有
缶
だ

つ
い
こ

‐２
・
そ
の
他

白
馬
岳
か
ら
蓮
華
温
泉

安
城
こ
も
れ
び
会

山

下

照

司

私
の
印
象
に
残
る
山
行
と
い
え

ば
、
今
か
ら
４
年
前
の
猿
倉
か
ら

白
馬
大
雪
渓
を
登
り
、
頂
上
宿
舎

で
宿
泊
。
翌
日
は
清
水
岳
、
不
帰

岳
避
難
小
屋
、
百
貫
の
大
下
り
を

経
て
祖
母
谷
温
泉
に
入
る
計
画
で

し
た
。
会
に
入

っ
て
２
年
目
の
山

行
で
参
加
者
は
男
性
４
人
、
女
性

４
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
猿
倉
か
ら

白
馬
大
雪
渓
を
登
り
、
葱
平
で
女

性
１
名
が
足
を
つ
リ
ベ
ー
ス
ダ
ウ

ン
。
芍
薬
甘
草
湯
を
飲
ま
せ
て
３０

分
程
休
憩
し
た
ら
ゆ
つ
く
り
歩
け

る
よ
う
に
な
り
、
な
ん
と
か
全
員

今
宵
の
宿
の
村
営
頂
上
宿
舎
に
着

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
ら
元
気

者
４
人
が
自
馬
岳
に
登
頂
し
ま
し

た
。翌

朝
、
雨
が
降

つ
て
い
な
い
も

の
の
ガ
ス
で
真

っ
自
で
し
た
。
だ

が
昨
日
白
馬
山
頂
に
行

っ
て
い
な

い
者
を
含
め
全
員
で
登
り
ま
し

た
。
再
び
頂
上
宿
舎
に
戻
り
準
備

を
し
て
い
た
ら
大
雨
に
な
り
、
祖

母
谷
温
泉
は
時
間
が
か
か
る
の
で

行
く
の
を
諦
め
、
自
馬
鑓
温
泉
小

屋
で
泊
ま
り
、
猿
倉
に
下
り
る
計

画
に
変
更
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

し
か
し
尾
根
に
出
る
と
風
速
１５
ｍ

ぐ
ら
い
の
風
が
吹
い
て
お
り
、
歩

く
こ
と
が
困
難
で
危
険
な
た
め
、

□

再
び
頂
上
宿
舎
に
戻
り
ま
し
た
。

す
る
と
常
駐
隊
の
人
か
ら
今
夜
も

こ
こ
に
泊
ま
り
明
日
猿
倉
に
下
り

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。
ど
う
せ
も
う

一
泊
す
る
な
ら

白
馬
山
荘
に
泊
ま
ろ
う
と
山
荘
に

向
か
い
ま
し
た
。
山
荘
で
昼
食
を

取

っ
て
い
た
ら
青
空
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
雨
も
上
が
り
風
は
強
い

も
の
の
な
ん
と
か
歩
け
そ
う
な
の

で
、
み
ん
な
と
話
し
合

い
三
国

峠
、
小
蓮
華
岳
を
経
て
、
今
夜
の

宿
は
白
馬
大
池
山
荘
に
し
よ
う
と

歩
き
出
し
、
高
山
植
物
を
楽
し
み

な
が
ら
白
馬
大
池
山
荘
に
着
き
ま

し
た
。
宿
泊
の
確
認
を
し
た
ら
満

員
で
泊
ま
れ
な
い
と
い
わ
れ
、
ま

た
２
時
間
半
歩
き
蓮
華
温
泉

ロ
ッ

ジ
に
着
き
ま
し
た
。
何
よ
り
先
に

玄
関
に
冷
や
し
て
あ

っ
た
ビ
ー
ル

を
飲
み
、
温
泉
に
入

っ
て
広
い
部

屋
で
寝
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
日
目
は
バ
ス
で
大
糸
線
平
岩

駅
ま
で
行
き
、
Ｊ
Ｒ
を
乗
り
継
い

で

一
日
か
け
て
帰
り
ま
し
た
。
従

来
の
計
画
と
大
き
く
変
わ

っ
た
山

行
で
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た

山
行
で
し
た
。

こ
の
山
行
が
成
功
し
た
の
も
、

山
友
の
協
力
と
頑
張
り
が
あ

っ
た

お
か
げ
で
す
。
ほ
ん
と
に
感
謝
の

言
葉
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と

一
緒

に
山
登
り
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

＝
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
開
催
Ｈ

救

助

活

動

の

現

状

や

事

故

対

策

裂
真

一局
　
橋
　
　
　
優

平
成
３０
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
が
、
７
月
Ｈ
日
（水
）
文

部
科
学
省
３
階
講
堂
で
行
わ
れ
、

警
察
、
消
防
、
山
岳
、
高
体
連
、

山
岳
ガ
イ
ド
、
山
小
屋
等
の
関
係

者
３
０
０
人
が
出
席
し
た
。

午
前
１０
時
か
ら
開
会
さ
れ
、
挨

拶
と
講
演
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

最
初
に
報
告
Ｉ

「多
数
遭
難
者

が
発
生
し
た
山
岳
救
助
活
動
」
を

… …

」み ネ J春ネ j春ネ 輪■ア` か曇レヽみ均 ノゝ 」み 本 輪置 Lみ■ι
`れ

みハ ノゝ 」葎 ネ ノ料 ゝ

^蠣
織 壻 ハ 」み 小 」

うなざ錦ニアロ い ば しょう
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国
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奥
多
摩
消
防
署
長

・
室
井
修
氏
か

ら
あ
り
、
続
い
て
報
告
Ⅱ

「平
成

２９
年
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
概
要
」

を
警
察
庁
生
活
安
全
局
地
域
課
課

長
補
佐

・
脇
山
義
人
氏
か
ら
あ
り

次
に

「
コ
コ
ヘ
リ
概
要
と
遭
難
者

発
見
実
例
」
と
題
し
、
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｉ

Ｃ

　

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ

代

表

久
我

一
総
氏
が
講
演
し
た
。

こ
の
後
、
昼
休
憩
に
入
り
１３
時

‐５
分
か
ら
、
実
現
可
能
な
遭
難
対

策
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
形
式
に
よ

る
検
討
～
を
村
越
真
氏
の
司
会
進

行
で
行
わ
れ
た
。

次
に
講
義

「
登
山
界
の
現
状
と

遭
難
事
故
」
を
静
岡
大
学
教
授

・

村
越
真
氏
が
①
山
岳
遭
難
の
周
辺

（活
動
の
多
様
化

・
救
助
隊
の
リ

ス
ク

・
外
国
人
＝
登
山
環
境

。
異

文
化
）
②
遭
難
の
現
状

（疫
学
的

方
法

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
分
析

・
リ

ス
ク
特
定
能
力
の
研
究
）
③
遭
難

要
因
と
そ
の
対
応
。
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
た
。

小
休
憩
の
後

「遭
難
対
策
好
事

例
」
を
警
察
関
係
者
２
名
、
消
防

関
係
者
２
名
か
ら
発
表
が
あ
り
、

ま
た

「北
海
道
警
察
山
岳
遭
難
救

助
隊
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
北

海
道
警
察
本
部

・
西
村
和
隆
氏
か

ら
講
演
が
あ

っ
た
。

全
般
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
交

わ
さ
れ
、
最
後
に

「
山
岳
遭
難
事

故
防
止
の
た
め
に
」
を
採
択
し
て

‐７
時
間
会
し
た
。

◆概 要

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年
平成29年

1構成比

発 生 件 数 (件 ) 1,631 1,676 1,942 1,830 1,988 2,172 2,293 2,508 2,495 2,583

望難 者 数 (人 ) 1,933 2,085 2,396 2,204 2,465 2,713 2,794 3,043 2,929 3,111 100.0%

死者。行方不明者 281 317 294 275 284 320 311 335 319 354 11.4%

253 269 262 244 249 278 272 298 278 315 10.1%

28 48 32 31 35 42 39 37 41 39 1.3%

負 傷 者 698 670 832 819 927 1,003 1,041 1,151 1,133 1,208 38.8%

無 事 救 出 者 954 1,098 1,270 1.110 1,254 1,390 1,442 1,557 1,477 1,549 49.8%

◆態様別山岳遭難者

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

道 迷 い 1,134 1,163 1,202 1.116 1,252 40.2%

滑 落 460 501 501 498 524 16.8%

転 仁l 393 401 467 471 469 15,1%

病 をュ 221 187 232 229 232 7.5%

疲 労 137 162 172 204 175 5.6%

そ の 他 368 380 469 411 459 14.8%

転 落 73 90 107 108 100 3.2%

亜
小

天 候 64 42 70 18 18 0.6%

野 生 動 物 襲 撃 42 48 43 42 63 2.0%

落 石 17 16 25 16 13 0.4%

雪 朋̈ 20 9 17 8 65 2.1%

落      雷 3 1

鉄 砲 水 7 2 2

有 毒 ガ ス 1

そ の 他 83 108 128 146 116 3.7%

不 明 58 65 78 71 84 2.7%

計 2,713 2,794 3,043 2,929 3,111 100.0%

都道府県 発生件数
遭 難 者 数 (人 )

死者 1行方不明者 負傷者 1無事救出

滋賀県 76 108 4 1 36 67

岐阜県 78 87 7 0 43 37

三重県 57 76 3 0 19 54

愛知県 23 28 1 0 12 15

◆都道府県別山岳遭難発生状況

都道府県 発生件数
遭 難 者 数 (人 )

1死者 1行方不明者 負傷者 無事救出

長野県 292 327 60 3 148 116

北海道 236 276 25 3 76 172

東京都 155 187 12 0 70 105

富山県 131 144 16 2 70 56
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◆目的別山岳遭難者

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

登 山 1,947 2,151 2,283 2,101 2,223 71.5%

登 山 1,645 1,828 2,048 1,867 1,957 62.9%

ハ イ キ ン グ 150 188 106 110 136 4.4%

ス キ ー 登 山 61 58 57 32 65 2.1%

沢 登 48 43 39 48 36 1.2%

］石 登 43 34 33 44 29 0.9%

山 菜 ・ 茸 採 り 360 328 391 386 380 12.2%

そ の 他 406 315 369 442 508 16.3%

観 光 130 99 105 143 116 3.7%

作 業 59 43 40 40 45 1.4%

渓 流 釣 り 32 31 26 32 43 1.4%

写 真 撮 影 20 20 21 21 21 0.7%

自 然 観 賞 3 14 14 18 0.6%

山 岳 信 仰 10 10 8 9 15 0.5%

狩 猟 6 3 4 8 9 0.3%

ス キ
146 87

57 72 77 2.5%

そ の 他 85 92 147 4.7%

不 明 8 12 17 0.5%

△
ロ 計 2,713 2,794 3,043 2,929 3,111 100.0%

◆年令層別山岳遭難者

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

20 歳 未 満 230 153 201 174 189 6.1%

20 29 236 222 228 194 261 8.4%

30 39 251 281 277 291 240 7.7%

40 49 332 333 372 366 378 12.2%

50 59 406 402 397 421 455 14.6%

60 69 686 744 791 746 741 23.8%

70 79 466 537 609 565 669 21.5%

80 89 97 114 151 161 165 5.3%

90 歳 以 上 9 6 14 10 13 0.4%

不 明 2 3 1

計 2,713 2,794 3,043 2,929 3,111 100,0%

◆単独登山者の遭難状況

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

遭 難 者 852 941 1,068 988 1,069 100,0%

死者・行方不明者 164 190 185 184 210 19.6%

1死   者 131 160 160 150 179 16.7%

1行 方 不 明 者 33 30 25 34 31 2.9%

負 傷 者 284 291 350 327 347 32.5%

無 事 救 出 者 404 460 533 477 512 47.9%

全 遭 難 者 に 占 め る

単独登山中の遭難者の割合
31.4% 33.7% 35.1% 33.7% 34.4%
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タ
シ

・
ラ
ン
峰

（６
０
６
０
ｍ
）
初
登
頂
／

第
１３
次
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

隊
２
０
１
８
は
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ

・
ス
ピ
テ
ィ
ー
地
区
の
カ
ル
チ

ャ

・
ナ
ラ
流
域
に
あ
る
６
０
６
０

ｍ
未
踏
峰
に
８
月
１８
日
午
後
２
時

８
分
全
員
登
頂
を
果
た
し
、
タ

シ

。
ラ
ン
峰

（幸
せ
の
山
の
意
）

と
命
名
し
た
。
１
９
８
８
年
の
第

１
次

・
ヤ
ン
峰
以
来
１７
座
目
の
登

頂
と
な
る
。

今
回
の
遠
征
は
、
①
遠
征
隊
を

継
続
し
て
出
す
こ
と
②
隊
員
の
若

返
り
を
図
る
こ
と
③
ｌＯ
次
隊
か
ら

継
続
し
て
カ
ル
チ
ャ

・
ナ
ラ
流
域

で
の
探
検
的
登
山
を
行
う
こ
と
、

が
主
た
る
狙
い
で
あ
る
。

〔隊
の
構
成
〕

総

隊

長

一
高
橋
玲
司
支
部
長

隊

　

長

一
星

　

一
男

（６７
）

登
攀
隊
長

一
塚
原
　
孝
司

（６４
）

隊
　
　
員

¨
木
股
　
修

一

（６６
）

須
田
　
克
正

（６３
）

長
谷
川
妙
子

（５０
）

〔登
頂
記
録
〕

８
月
１８
日
Ａ
Ｃ

（５
５
０
０
ｍ
）

を
午
前
３
時
起
床
、
外
は
ガ
ス
に

包
ま
れ
て
い
た
が
、
ア
タ
ッ
ク
日

と
決
め
て
い
た
の
で
、
迷
い
な
く

朝
食
を
済
ま
せ
登
攀
準
備
。

出
発
予
定
の
午
前
５
時
、
全
く

視
界
が
効
か
な
い
。
少
し
明
る
く

な
る
の
を
待

つ
と
ガ
ス
の
中
に
視

界
が
開
け
、
同
５
時
３８
分
Ａ
Ｃ
出

発
。
隊
列
に
な
り
Ａ
氷
河
を
登
高
。

ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
効
い
た
。
前
日
、

偵
察
試
登
済
み
の
右
正
面
か
ら
の

ダ
イ
レ
ク
ト
ル
ー
ト
を
提
案
し
た

が
、
現
地

ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ク

レ
バ
ス
が
多
く
危
険
と
い
う
理
由

で
拒
否
さ
れ
断
念
。
事
故
を
起
こ

し
て
は
、
元
も
子
も
な
い
、
「安
全

第

一
」
で
あ
る
。
大
き
く
山
裾
を

迂
回
し
、
午
前
６
時
４５
分
取
付
き
。

ク
レ
バ
ス
と
滑
落
防
止
対
策
と

し
て
、
全
員
コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ス
を

結
ぶ
。
雪
面
は
、
軟
雪
で
あ
る
が

下
の
氷
は
硬
く
簡
単
に
ビ

ッ
ケ
ル

は
刺
さ
ら
な
い
。
〓

人
滑
落
し

た
ら
全
員
が
滑
落
停
止
の
姿
勢
を

取
れ
」
と
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
は
言
う

が
、
容
易
な
事
と
は
思
え
な
い
。

な
に
よ
り
、
落
ち
な
い
こ
と
だ
。

午
前
７
時
３７
分
下
部
雪
壁
上
部

岩
稜
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
最
初
の

核
心
部
、
Ｆ
Ｉ
Ｘ
ロ
ー
プ
を
伸
ば

し
ユ
マ
ー
ル
で
登
攀
。
「
上
部
岩

稜
か
ら
の
落
石
に
気
を
付
け
て
」

と
後
続
隊
員
に
叫
ぶ
の
が
や
っ
と

で
、　
一
人

一
人
が
抜
け
る
ま
で
待

つ
余
裕
が
な
か

っ
た
。
こ
こ
を
抜

け
る
と
、
眺
め
の
素
晴
ら
し
い
雪

稜
に
出
た
。
続
け
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｘ
ロ

ー
プ
を
伸
ば
し
、
順
調
に
雪
稜
を

登
攀
し
た
。
ペ
ツ
ル
の
ス
ク
リ
ュ

ー
が
面
白

い
よ
う
に
効
い
た
。

午
前
１０
時
４０
分
先
頭
の
ハ
イ
ポ

ー
タ
ー
が
突
然
、
「
左
の
雪
庇
を

割
リ
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
し
て
左
下

の
岩
稜
に
出
た
い
」
と
言
う
。
な

る
ほ
ど
と
思
え
る
、
畳
幅
く
ら
い

の
岩
稜
が
上
に
向
か

っ
て
伸
び
て

い
る
。
岩
稜
は
、
雪
壁
と
の
ミ
ッ

ク
ス
帯
で
、
上
部
ほ
ど
岩
稜
の
幅

が
狭
く
な
り
雪
壁
の
み
に
な

っ
て

い
る
。

午
前
Ю
時
５９
分
、
な
だ
ら
か
な

岩
稜
を
フ
リ
ー
で
１
０
０
ｍ
進
み
、

以
後
斜
度
の
あ
る
岩
稜
と
雪
壁
の

ミ
ッ
ク
ス
帯
を
、
Ｆ
Ｉ
Ｘ
ロ
ー
プ

を
伸
ば
し
な
が
ら
登
攀
。

午
後
１
時
０３
分
頂
上
手
前
の
小

ピ
ー
ク
を
廻
り
込
み
通
過
。
更
に

ミ
ッ
ク
ス
帯
を
登
る
こ
と
４０
分
、

ふ
と
見
上
げ
た
瞬
間
頂
上
が
見

え
、
主
稜

へ
つ
な
が
る
美
し
い
雪

面
の
最
終
Ｆ
Ｉ
Ｘ
を
登
攀
。
そ
し

て
、
頂
上
ま
で
１
０
０
ｍ
の
雪
稜

を
フ
リ
ー
で

一
歩

一
歩
登
り
、
頂

上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
最
終

ピ

ッ
チ
あ
た
り
か
ら
、
若
い
頃
か

ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
憧
れ
と
か
つ

て
の
厳
し

い
冬
期
登
攀
山
行

の

数
々
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
な
ぜ
か

涙
が
流
れ
出
し
、
つ
い
に
頂
上
で

は
大
泣
き
に
な

っ
て
し
ま
い
、
皆

で
抱
き
合

っ
て
喜
ん
だ
。

午
後
２
時
３８
分
下
山
開
始
。
登

頂
ル
ー
ト
と
同
ル
ー
ト
を
下
山
。

Ｆ
Ｉ
Ｘ
ロ
ー
プ
を
フ
ル
活
用
し
て

の
下
降
で
、
斜
度
の
あ
る
箇
所
は

ア
ツ
プ
ザ
イ
レ
ン
と
な
り
、
必
然

的
に
所
要
の
時
間
が
か
か
っ
た
。

核
心
部
を
下
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
要
る
ほ
ど
の
暗

さ
と
な
り
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
頼

り
に
下
部
の
雪
稜
を
、
Ｆ
Ｉ
Ｘ
と

コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ス
で
Ａ
Ｃ
ま
で
下

る
。
午
後
８
時
５５
分
Ａ
Ｃ
到
着
。

（Ｔ
）

◆
１１
～
１
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

～
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
支
部
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
～

月  日 容内

11.6
11.10～ 11

11.30

12.4
12.18

1.6
1.8
1.13

1.15

1.22

1.29

常任理事会 (OMCビ ル)

高体連新人大会 (鈴鹿 。釈迦ヶ岳 )

第22回「遭難を考える」講演会(県スポーツ会館)

常任理事会 (OMCビ ル)

冬山遭難対策会議 (県スポーツ会館 )

常任理事会 (OMCビル)

指導員集会 (豊橋 )

総合登山技術検定 (南山)

高体連登山部委員会 (県教育会館 )

第 4回理事会 (県スポーツ会館 )

指導員集会 (県スポーツ会館 )

聡   軍
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